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6. Confidentiality. The Parties agree that aspects of the Software and associated documentation are the confidential property of Juniper. As such, Customer 
shall exercise all reasonable commercial efforts to maintain the Software and associated documentation in confidence, which at a minimum includes 
restricting access to the Software to Customer employees and contractors having a need to use the Software for Customer’s internal business purposes.

7. Ownership. Juniper and Juniper’s licensors, respectively, retain ownership of all right, title, and interest (including copyright) in and to the Software, 
associated documentation, and all copies of the Software. Nothing in this Agreement constitutes a transfer or conveyance of any right, title, or interest in the 
Software or associated documentation, or a sale of the Software, associated documentation, or copies of the Software.

8. Warranty, Limitation of Liability, Disclaimer of Warranty. The warranty applicable to the Software shall be as set forth in the warranty statement that 
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9. Termination. Any breach of this Agreement or failure by Customer to pay any applicable fees due shall result in automatic termination of the license 
granted herein. Upon such termination, Customer shall destroy or return to Juniper all copies of the Software and related documentation in Customer’s 
possession or control.

10. Taxes. All license fees for the Software are exclusive of taxes, withholdings, duties, or levies (collectively “Taxes”). Customer shall be responsible for 
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14. Third Party Software. Any licensor of Juniper whose software is embedded in the Software and any supplier of Juniper whose products or technology 
are embedded in (or services are accessed by) the Software shall be a third party beneficiary with respect to this Agreement, and such licensor or vendor 
shall have the right to enforce this Agreement in its own name as if it were Juniper. In addition, certain third party software may be provided with the 
Software and is subject to the accompanying license(s), if any, of its respective owner(s). To the extent portions of the Software are distributed under and 
subject to open source licenses obligating Juniper to make the source code for such portions publicly available (such as the GNU General Public License 
(“GPL”) or the GNU Library General Public License (“LGPL”)), Juniper will make such source code portions (including Juniper modifications, as appropriate) 
available upon request for a period of up to three years from the date of distribution. Such request can be made in writing to Juniper Networks, Inc., 1194 N. 
Mathilda Ave., Sunnyvale, CA 94089, ATTN: General Counsel. You may obtain a copy of the GPL at http://www.gnu.org/licenses/gpl.html, and a copy of the 
LGPL at http://www.gnu.org/licenses/lgpl.html.

15. Miscellaneous. This Agreement shall be governed by the laws of the State of California without reference to its conflicts of laws principles. The 
provisions of the U.N. Convention for the International Sale of Goods shall not apply to this Agreement. For any disputes arising under this Agreement, the 
Parties hereby consent to the personal and exclusive jurisdiction of, and venue in, the state and federal courts within Santa Clara County, California. This 
Agreement constitutes the entire and sole agreement between Juniper and the Customer with respect to the Software, and supersedes all prior and 
contemporaneous agreements relating to the Software, whether oral or written (including any inconsistent terms contained in a purchase order), except that 
the terms of a separate written agreement executed by an authorized Juniper representative and Customer shall govern to the extent such terms are 
inconsistent or conflict with terms contained herein. No modification to this Agreement nor any waiver of any rights hereunder shall be effective unless 
expressly assented to in writing by the party to be charged. If any portion of this Agreement is held invalid, the Parties agree that such invalidity shall not 
affect the validity of the remainder of this Agreement. This Agreement and associated documentation has been written in the English language, and the 
Parties agree that the English version will govern. (For Canada: Les parties aux présentés confirment leur volonté que cette convention de même que tous 
les documents y compris tout avis qui s'y rattaché, soient redigés en langue anglaise. (Translation: The parties confirm that this Agreement and all related 
documentation is and will be in the English language)).



クイック スタート

Juniper Networks Instant Virtual Extranet (IVE) アプライアンスをお選びいただき、
ありがとうございます。 次の簡単な手順により、IVE をインストールし、システ
ムの設定を開始することができます。

2  ページの「ステップ 1: ハードウェアの設置」

4  ページの「ステップ 2: 基本セットアップの実行」

7  ページの「ステップ 3: ライセンスと IVE の設定」

IVE アプライアンス を LAN にインストールし、認証サーバー、DNS サーバー、
HTTP/HTTPS を介した内部 Web サーバー、HTTP/HTTPS を介した外部 Web サイ
ト (オプション)、Windows ファイル サーバー (オプション)、NFS ファイル サー
バー (オプション)、クライアント/サーバー アプリケーション (オプション) など
の適切なリソースと通信できることを確認してください。

メモ : IVE をインストールしてセットアップしたら、管理者 Web コンソールの 
Initial Configuration Task Guide を参照して、最新の IVE OS サービス パッケージ
をインストールし、IVE アプライアンスのライセンス登録を行い、テスト ユー
ザーを作成してユーザーがアクセスできるか確認します。 初期セットアップを
テストして、IVE の設定を引き続き行うには、お手持ちの IVE 用 Juniper 
Networks Secure Access Administration Guide ガイドの「Getting Started」を参照し
てください。

メモ : IVE アプライアンス を DMZ にインストールすることにした場合は、必ず
IVE アプライアンス がこれらの内部リソースに接続できるようにしてください。
1
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ステップ 1: ハードウェアの設置

Secure Access 2500、4500、6500 は、取っ手と中央にある取り付け具が付属して
出荷されています。 Secure Access 6500 は 4 柱取り付けラック用の後部取り付け
レールを含んでいます。 Secure Access 6500 をラックにインストールする時は、後
部取り付けレールを使うことをお勧めします。

追加の取り付けキットが必要な場合は、Juniper Networks に問い合わせてください。

次に、付属のケーブルをマシンに接続し、IVE に電源を入れます。以下にその手
順を示します。

1. 前面パネルで以下を実行します。

a. Ethernet ケーブルを デバイスにある Ethernet ポートのどれかに接続して、
1000BaseTX にセットされているギガビット スイッチポートに接続しま
す。 自動的に選択されたポートは使用しないでください。

IVE に電源を入れると、ポートは、2 つの LED を使用して接続ステータス
を表示します。詳細は、3  ページの「Ethernet ポート LED 動作」 を参照し
てください。

b. シリアル ケーブルをコンソール ポートに差し込みます。

2. 背面パネルで、電源コードを AC 電源コンセントに差し込みます。 IVE にはオン/
オフ スイッチはありません。 AC コンセントに電源を差し込むと、IVE の電源
が入ります。

ハードウェアの設置は、アプライアンスをラックに取り付け、電源ケーブル、ネッ
トワーク ケーブル、およびシリアル ケーブルを接続し、電源を入れれば完了で
す。 次は、4  ページの「ステップ 2: 基本セットアップの実行」 に従ってアプライ
アンスのシリアル コンソールを接続してください。

デバイス ステータス LED 動作
スタートアップの完了は約 1 分間かかります。 デバイスをオフにして再びオンに
する場合は、シャットダウンと電源を入れる間に数秒間の時間を置くことをお勧
めします。 

前面パネルの左側に以下の 3 つのデバイス ステータス表示 LED があります。

電源

ハードディスク アクセス

故障
ステップ 1: ハー ド ウ ェアの設置
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表 1 は各デバイス ステータス LED の名前、色、状態、および説明のリストです。

Ethernet ポー ト  LED 動作
Ethernet ポート LED は各 Ethernet ポートの状態を示します。

ポー ト  ボンディ ング
SA 6500 のみですが、デフォルトでは、IVE はフェールオーバー保護のため、複
数ポートのボンディングを使用します。 「ボンディング」とは、2 つの物理的ポー
トを 1 つの論理的グループにまとめる方法です。 IVE 上の 2 つのポートをボン
ディングすると、1 次ポートが失敗したときに自動的に 2 次ポートに移動するの
で、フェールオーバー機能が強化されます。

SA 6500 アプライアンスでは以下のようにポートをボンディングします。

内部ポート＝ Port 0 + Port 1

外部ポート＝ Port 2 + Port 3

IVE はフェールオーバー機能が有効になっているかどうかを System > Network >
Overview ページのメッセージで表示します。

表 1 ： デバイス ステータス LED

名前 色 状態 説明

電源 緑 オフ デバイスに電力が供給されていません。

オンのまま デバイスに電力が供給されています。

ハードディスク アク
セス

黄 オフ ハードディスクがアイドル状態です。

点滅 ハードディスクにアクセス中です。

故障 赤 オフ デバイスは正常に作動しています。

遅い点滅 電源装置障害

速い点滅 ファン障害

点灯したまま 熱障害

表 2 ： 4 ポー ト  Copper Gigabit Ethernet LED （SA 4500 および SA 6500 で使用可能）

LED 色と状態 説明

リンク / アクティビティ 緑 リンク

緑の点滅 アクティビティ

リンク速度 オフ 10 Mbps

緑 100 Mbps

黄 1 Gbps
ステップ 1: ハー ド ウ ェアの設置 3
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ステップ 2: 基本セットアップの実行

未設定の Secure Access アプライアンスを起動するときには、シリアル コンソール
でネットワークおよびマシンの基本情報を入力し、ネットワークからアプライアン
スにアクセスできるようにする必要があります。 これらの設定を入力した後に、管
理者 Web コンソールでアプライアンスの設定を続行することができます。 ここで
は、シリアル コンソールに必要なセットアップと、Secure Access アプライアンス
に初めて接続するときに実行する必要のあるタスクについて説明します。

基本セットアップを実行するには、次の操作を行います。

1. コンソール ターミナル、または HyperTerminal などコンピュータで稼動するター
ミナル エミュレーション ユーティリティを、以下のシリアル接続パラメータを使
用するように設定します。

9,600 ビット/秒

8 ビット、パリティなし（8N1）

1 ストップ ビット

フロー制御なし

2. 端末またはラップトップを、アプライアンスのコンソール ポートに差し込ん
だシリアル ケーブルに接続し、初期化スクリプトによってプロンプトが出さ
れるまで Enter を押します。

図 1 ： IVE シ リ アル コ ンソールの初期画面
ステップ 2: 基本セッ ト ア ップの実行



Juniper Networks Secure Access Quick Start Guide
3. y を入力して処理を続行し、さらに y を入力してライセンス規約に同意します
（初めにライセンス規約を読む場合は r を入力します）。

4. シリアル コンソールの指示に従い、次の情報を含めたマシン情報を入力して
ください。

内部ポートの IP アドレス (外部ポートは、初期設定後、管理者の Web コン
ソールを通じて設定)

ネットワーク マスク

デフォルト ゲートウェイ アドレス

プライマリ DNS サーバー アドレス

セカンダリ DNS サーバー アドレス (オプション)

デフォルト DNS ドメイン名 (例: acmegizmo.com)

WINS サーバー名またはアドレス（オプション)

管理者のユーザー名

管理者のパスワード

共通マシン名 (例: connect.acmegizmo.com)

組織名（例: Acme Gizmo, Inc.）

メモ : IVE は共通マシン名と組織名を使用して、製品評価時および最初のセット
アップ時に使用する自己署名電子証明書を生成します。 

IVE を本番用に展開する前に、信頼できる認証局（CA）から署名付き電子証明
書をインポートすることを強くお勧めします。

詳細については、Juniper Networks Secure Access Administration Guide の
「Certificates」を参照してください。
ステップ 2: 基本セッ ト ア ップの実行 5
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5. ブラウザで、マシンの URL に続けて “/adminn” と入力し、管理者のサインイン
ページにアクセスします。 URL は https://a.b.c.d/admin。ここで、a.b.c.d は、
手順 4 で入力したマシンの IP アドレスです。 セキュリティ警告が表示され、
署名付き証明書なしで処理を続行するかどうかを尋ねられた場合は、Yes を
クリックします。 管理者のサインイン ページが表示されたら、IVE アプライ
アンスはネットワークに正常に接続しています。

図 2 ： 管理者のサインイン  ページ

6. サインイン ページに、手順 4 で作成した管理者のユーザー名とパスワードを
入力し、Sign In をクリックします。 管理者の Web コンソールが、System >
Status > Overview ページに開かれます。
ステップ 2: 基本セッ ト ア ップの実行
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図 3 ： System > Status > Overview ページ

ステップ 3: ライセンスと IVE の設定

IVE をインストールして、基本セットアップを実行すると、最新の IVE OS サービ
ス パッケージのインストール、IVE のライセンス登録、アクセス性の検証、およ
び設定プロセスを完了する準備が整います。

最新の IVE OS サービス パッケージをインストールし、Seccure Access のライセン
ス登録を行い、テスト ユーザーを作成してユーザーがアクセスできるか確認
するには、管理者 Web コンソールに組み込まれた Task Guide に従います。

初期セットアップをテストして、IVE の設定を引き続き行うには、お手持ちの
IVE 用 Juniper Networks Secure Access Administration Guide ガイドの「Getting
Started」を参照してください。
ステップ 3: ライセンスと  IVE の設定 7
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